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研 究 に 当 た っ て

共通研究主題

「幼児の充実 した生活 と環境 の構成 」

幼児期 は遊 びを通 して 自分の力で物事 を行 う充実感を味わ った り,自 己の存在感を感 じた り

しなが ら人間形成の基盤をつ くって い く。幼稚園生活 において幼児 は,教 師 との信頼関係を基

盤 としなが ら,自 ら環境 に働 きか け様 々な遊 びを生み 出 し生 活を豊 かに して いる。

そ こで,教 師が一人一人の幼児へ の愛情 ある共感的理解を深め るとともに,幼 児が個性を発

揮 し,充 実 した生活 を展 開 して いけるよ う,幼 児 の側 に立 った教育を創造 して い くことが大切

であ る。 とりわけ,環 境 の構成の在 り方が幼児の生活の充実 に大 き く影響 している ことを重視

し,教 育 内容 ・方法 を見直す とともに,指 導 に対 しての評価を十分 に行 い,そ れを次の指導 に

生か していけ るよ うに努め ることが重要であ る。

こう した考えの もとに,今 年度 は,共 通研究主題を 「幼児の充実 した生活 と環境 の構成 」 と

して研究を進め ることに した。研究 に当たって は,2分 科会 を構成 し,各 分科会における研究

主題及び,研 究内容を次の ように押 さえ た。

第1分 科会

「先生や友達 と触れ合 いなが ら,

幼児が生活 に必要 な習慣 や態度 を身 に付 けるための環境 の構成 につ いて」

幼 児が充実 した生活 を して い くためには,幼 稚園生活 に安定 し,楽 しさを感 じとりなが ら生

活に必要な習慣 や態度 を身に付 け,自 分な りに考え た り判断 した り して行動 で きるよ うにす る

ことが必要であ ると考えた。 そのために は,教 師や友達 と触れ合 う中で幼児が 自ら必要感 を も

って行動 し,自 分でで きた喜びや 自信を もっ体験の積 み重ねが大切であ るととらえた。 そ こで,

幼児が生活の 中で必要感を もって行動す るための要因や過程 を明 らか に しなが ら,教 師の援助

や環境の構成の在 り方を探 ることに した。

第2分 科会

「友達 と喜びや悲 しみを共感 し,思 いや りをもって

共 に生活す る楽 しさを味わ うようにな るための環境 の構成 と援助の在 り方」

幼児 は,他 の幼児 と共 に生活を展開す る中で,い ろいろな感情 を味わ いなが ら,次 第に 自分

の気持 ちや相手の気持 ちに気付 くよ うにな り,や がて,思 いや りの気持 ちを もった り,共 に生

活す る楽 しさを味 わ った りす るよ うになる。 この ような育 ちのためには,幼 稚園生活 において

他 の幼児 と十分 かかわ りなが ら生活す る経験が大切で ある。幼児は,ど のよ うな経験の積み重

ねによ って,思 いや りを もって,共 に生活 する楽 しさを味わ うよ うにな るのか,そ の過程 と要

因を明 らか に し,環 境の構成や援助 の在 り方 を探 る ことに した。
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先生や友達と触れ合いながら,幼 児が生活に必要な習慣や態度を

身に付けるための環境の構成について

1主 題設定の理 由

幼児 は,自 分の事を 自分で した り,人 とのかかわ りの楽 しさや葛藤を体 験 した りしなが ら,

生活 に必要 な習慣や態度 を身 に付 けて い く。その ことが幼児の遊びや生活を充実 させ,幼 児

の 自己実現へ と導 き,「 生 きる力 」の基礎 にな ると考え る。 しか し,幼 児の姿 を見てみ ると

衣服の着脱 や食事の準備 を自分で しよ うという気持 がなかなか もて なか った り,あ いさっは

で きるが片付 けや集団で のルールが守れ なか った りす るなど,生 活 に必要な習慣や態度 が身

に付 いて いない幼児が多 い。 そ こで幼稚園 にお いて は,先 生 や友達 と触れ合 いなが ら幼児が

生活 に必要 な習慣 や態度 を身に付け るよ うにす ることが大切 であ ると考え る。

依存 か ら自立 へ と向か う幼児期において,生 活 に必要な習慣 や態度 を身 に付 けるとい うこ

とは,単 に行動様式を繰 り返 し行い習慣化 させ ることで はな く,幼 稚 園の友達や先生 との触

れ合いの中で,自 らの必 要感を もって身に付 けて い くことが大切に され な くて はな らない と

考え る。 そ して,幼 児が先生や友達 との触 れ合 いの 中で,先 生の愛情 や 自分 の存在感を感 じ

るとともに友達のよ さに気付 くな ど,幼 児が発達 に必要 な体験を積み重ねて いけるよ うにす

ることが幼児期か らの 「心の教育」にっなが ると考 える。

そこで,幼 児が生活 に必要 な習慣や態度を身に付 け,充 実 した生活を実現 させて い く環境

の構成 にっ いての手立てを探 って いきた いと考え,標 記の主題を設定 した。

1研 究方法

研究 のね らい

先生や 友達 との生活 の中で,幼 児が必要感を もって生活 に必要な習慣

や態度 を身 に付 けてい くたあの環境の構成の在 り方 を探 る。

研究の方法

○先行研究か ら幼児の生活 に必要 な生活習慣 につ いて共通理 解する。

○研究保育や実践記録を もとに分析 ・考察 し,幼 児が生活に必要 な習慣

を身 に付 けて い く過程を と らえ るとともに,環 境 につ いて探 る。

〈分析 ・考察の視点 〉

①幼児 は どうい う時 に必要感を感 じているのか。

②幼児 は何 を体験 して いるのか。

③環境 の構成 はど うで あ ったか。

3



皿 研 究内容

1主 題の とらえ方

生活 に必要な習慣や態度 とは,幼 稚園において幼児が健康で安全な生活 を送 るための基

盤であ り,生 活や遊びを楽 しく充実 した ものにする基盤 となる ものであ る。 また,友 達 と

かかわ る力や共同の物の使い方な ど,人 と協調 して生活 して い く上で必要にな って くる習

慣や態度であ る。

本研究で は,幼 児期 におけ る生活 に必要な習慣 や態度 を次の ようにと らえた。

○基本的生活習慣 に関す る もの 個が身 に付ける習慣 ・生理的な もの 一

・排泄 ・食事 ・清潔 ・あいさっ ・着脱 ・片付 け

○社会生活 に関す る もの 集団の中で個が身に付 ける習慣 ・社会的 な もの

・自分の考えやや りた いことが言え る ・人の話 を聞け る ・相手の立場 に気付 く

・言 って はいけないこ とや して はいけない ことに気付 く ・が まん した り譲 った りす る

・気持 ちを コン トロール した り切 り換えた りす る ・物 を大切 に し
,皆 で使 う

・きま りの大切 さに気付 き,守 る

○生 命保全 に関する もの

・危険な場所が 分か る ・危険な遊 び方 を しない ・災害時の行動 の仕方 を知 る

・安全に気を付 けて行動 しよ うとす る

2幼 児が生活に必要 な習慣 や態 度を身に付 けてい く過程 につ いて

(1)必 要感 と要因について

幼児が生活 に必要な習慣や態度を身 に付けてい くたあには,保 護者 や教 師 との信頼 の中

で安定す ることが基盤 にな る。 その上で,幼 児が 自ら環境 に働 きかけ,様 々な体験 をする

中で片付 けや手を きれ いに洗 うことなどの必要感を感 じて行動をお こす と考えた。 また,

必要感 を感 じるには,様 々な要因が あると考えた。

必要 感を感 じる要因 には例え ば,汚 れ たか ら手を洗 うとい うよ うな清潔 に対す る感覚な

どの 「直接 的要因 」 と,遊 びの楽 しさや満足感を味わ うことで目的意識が もて るとい うよ

うな直接 的要因を支 える もの と しての 「間接的要因」があ ると考え た。 この よ うな要因が

か らみあ って幼児 は必 要感 を感 じ,幼 児の 自覚や責任感にっなが り行動 をお こす。 その積

み重ねによ って生活 に必要 な習慣 や態度が身 に付 くと考えた。

(2)環 境の構成について

幼児が必要感を もって生活 に必要な習慣 や態度 を身 に付けてい くためには,園 内の物 的

環境が分か りやす くな っていた り,友 達や教 師をモデルに したりす ることがで きるよ うな

環境が大切で ある。 また,教 師の言葉かけや,具 体 的な行動の援助等,幼 児の必要感 を感

じる ことや行動化 に大 き く影響す ると考えた。

上記の よ うな要因や環境の構成 と幼児の行動化 との関連 を図に示す と,右 頁の図1「 幼

児が生活 に必要 な習慣や態度 を身 に付 けて い く過程」のよ うになる。

/
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図1

幼 児が生活 に必 要な習慣 や態度 を身に付けて い く過程
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3実 践事例

生活 に必要 な習慣や態度が身 に付 く過程 において,幼 児 は何を体験 し,ど のよ うな時に

必要感 を感 じるの か,ま た,教 師の援助 や環境 は どうあれ ばよいか,事 例を通 して探 った。

(1)お やっを食べ る楽 しさを感 じとった ことで身の回 りの始末を始めた事例

(3年 保育3歳 児4月)

A児 のプ ロフ ィール:入 園当初 よ り表情に緊張感が見 られ,連 日,鞄 を離 さず背負 ったま

ま生活 して いる。教 師が話 かけて も返事がかえ って こない ことが多

い。 鞄を下 ろすよ うに繰 り返 し促 して きたが,下 ろそ うと しな い。

環境

・おやっを初めて食

べ る日

・他の幼児が手を洗

い,自 分の タオル

で手 を拭 いて いる

姿

(友達の モデル)

幼児の動 き

→

・保 育 室 に入 り,手 を洗 う。

(清 潔 感 覚)(生 理 的 欲 求)

・手 を拭 こ う とす るが
,自 分 の

タオ ル が な い の で,手 を ブ ラ

ブ ラ させ る。

(清 潔 感 覚,困 った体 験)

も

↓

・教 師の援助を受け,鞄 か ら出

して もらったタオルで手を拭

く。(心 地 よさの体験)

教師の援助

←

・ 「お や っ よ!手 を 洗 って い

ら っ しゃいQ」

(期 待 を もたせ る援 助)

・rAち ゃん ,手 を洗 ったの

ね … 」(承 認)

「Aち ゃん の タオ ル こ こに

入 って い るの よ … 」 と言

って,A児 が 背 負 って い る

鞄 か らタオ ル を 出す。

(具 体 的 行 動 の指 示)

(教 師 の モ デ ル)

↓

・A児 の マ ー クが っ

い て い る タオ ル 掛

け

(分 か りや す い環 境)

一 一〉

・教師がA児 の タオルを タオル

掛け に掛 けて いるのを見 る。

(生活の仕方の理解)

←

・他 の 幼 児 が 鞄 を 所

定 場 所 に しま う姿

(友 達 の モ デ ル)

・A児 の マ ー クが っ

いて い る ロ ッカ ー

(分 か りやす い環 境)

↓

・ 「こ うや って ,タ オ ル を 掛

け て お く と手 が 拭 け るで し

ょ。 」 と言 って,A児 の タ

オ ル を所 定 の場 所 に掛 け る。

(具 体 的行 動 の 指 示)

(教 師の モ デ ル)

→

・教師の言葉 を聞いて,自 分 の

鞄 を背 中か ら下ろ し,所 定 の

場所 へ しまう。

(状況理 解)

(目 的意識)

←

・ 「お や つ食 べ るん で しょ?

鞄 ど うす る?」

(見 通 しを もた せ る援 助)

」
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〈考察 〉

① 幼児 はど うい う時 に必要感を感 じてい るのか

・家庭でおやっ を食べ る前 に手 を洗 う習慣が身 に付 いているよ うで ある。 しか し,家 庭で は,

洗面所 には,す でに タオルが 用意 されて いるなど準備 された環境の 中で手を拭 いていたの

で,手 を拭 くタオルを自分 で用意す る必要感を感 じていない。他の幼児が使 ってい るタオ

ル は自分が使 うタオルではない ことは感 じて いて,濡 れた手の始 末に困 って いる。

・おやっを食べ るとい う楽 しさか ら心を開 き,友 達 と同 じように鞄 を下ろ して食べた方 がよ

い と感 じ,鞄 を ロ ッカーに しま う必要感を感 じ始 めて いる。

② 幼児 は何 を経験 して いるの か

・生活 に必 要な身の回 りの準備 の仕方に気付 き始 あて いる。

(手 を拭 くための タオルを 自分で準備 する)

・生 活 に必要な持 ち物の始末の仕方 に気付 き始 めて いる。

(タオルや鞄を所定の場所 に置 く)

③ 教師 の援助や環境 の構成 につ いて

・おや っを食べ る とい う楽 しい雰 囲気が,教 師の言葉を聞いた り,友 達の手を洗 う姿 を見 た

り して,自 分 で手 を洗 う行動につなが って いる。 このよ うに緊張を取 り除き,安 心 して生

活で きるような雰 囲気をつ くり,生 活の仕方 を工夫 して い く。

・3歳 児で も分か りやす いマー クを活用す ることで 自分 の場所 を認識 しやす くし,自 分で鞄

を置 く行動 につなが ってい る。 このよ うな環境を工夫す るとともに,今 後 は身の回 りの始

末 を教 師 と一緒 に した り,そ のモデル(教 師,友 達)を 見せた りして始末の仕方 を知 らせ,

自分か ら しよ うとす る気持 ちを もて るよ うに援助 して い くことが大切で ある。

また,自 分な りに身の回 りの始 末を しよ うとす る気持 ちが高ま って きて い る姿を保護者

に伝え,保 護者 との連携を図 って い く。

/
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(2)教 師 と一 緒 に弁 当 の 後 始 末 の 仕 方 を 覚 え,し て み よ う とす る事 例

(2年 保 育4歳 児7月)

B児 の プ ロ フ ィー ル:入 園 当初 よ り,好 き な遊 び に は マ イ ペ ー ス で じ っ く り取 り組 む が,

園 服 の 着 脱,持 ち物 の 始 末 な ど生 活 の場 面 で は,で き な い と感 じる

と不 安 に な り,「 で きな い 」 と泣 い た り,訴 え た りす る こ とが 多 い。

環境 幼児の動 き

・昼 食 の 後 始 末 を しな いで ,園

庭 の す べ り台 で 遊 ん で い る。

・友 達 に声 をか け られ ,座 って

い た机 に戻 り,弁 当の 敷 き物

を 指 で さ わ って い るが,後 始

末 は進 ま な い。

教師の援助

・ 「Bち ゃん ,お

弁 当 箱 しま うの

忘 れ て い る よ。」

とB児 に伝 え る

友 達

・B児 の弁 当箱 だ

け が 残 って い る

机

→

←

・B児 の そばで動

きを見守 る教師

↓

・ 「こ こぬ れ ち ゃ った。」とお茶

が こぼ れ た所 を 指 で っ ま み 困

っ た顔 を して 教 師 の 方 を 見 る。

・敷 き物 を た た も うとす るが た

たみ に くい の か 「で き な い。」

と言 う。教 師 が手 を そ え る と

一 緒 に しよ う とす る。

・ 「Bち ゃん の 大 事 な物 ,

しま って か ら遊 ぼ う。」と

声 を か け,見 守 る。

(見 通 しを もたせ る援 助)

→

←

↓

・教師がB児 か ら離れ ると積み

木で遊ぶ 友達の方を見入 る。

・教師 に声 をかけ られ 目が合 う

と,弁 当箱を袋 の中に入れ る。

・すべ り台に行 き,遊 び出す。

・B児 が 困 って い る こ との

対 処 の 仕 方 を知 らせ た り

一 緒 に した りす る。

「大 丈 夫 よ。 お 母 さん に

洗 って かわ か して もらえ

ば い い よ。 た たん で ご ら

ん。」(具 体 的行 動 の 援 助)

・後始末 を終えて

楽 しそ うに遊ん

でい る友達 の動

き

→

←

↓

・箸 に気 付 き ,し ま う。

・ご はん っ ぶ が こぼれ て い るの

が 気 に な るが,ど う して いい

かわ か らず 教 師 に訴 え る。

・教 師 が す るの を 見 て拾 う。

・指 につ い た ご はん っ ぶ に 困 り

教 師 と一 緒 に と る。

・他 に向 く気 持 ち を後 始 末

に向 くよ う,声 を か け る。

「しま うの は,あ と どれ

か な。 」(意 識 化)

・B児 のそばで動

きを見守 る教師

・片付 け と帰 りの

支度を知 らせ る

教師の声

・片付 け始め た友

達の動 き

→

E一

・B児 を呼 び戻 す 。

・こぼ れ た 食 べ物 等 ,後 始

末 の 仕 方 を 見 せ た り,具

体 的 に伝 え た りす る。

(具 体 的 行 動 の 援 助 ・提

示)

・きれ い に な った心 地 よ さ

に共 感 す る。(清潔 感覚)

→ ・ 「遊 ん で い な い 。」と残 念 が る 。 ←

・ 「明 日はす ぐ片 付 けて い

っぱ い遊 ぼ う。 」 と話 す 。
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〈考察 〉

① 幼 児は どうい う時に必 要感を感 じてい るのか

・友達 や教 師の言葉を聞いた り,自 分の弁当箱が残 って いる様子を見た り した ことか ら状況

を感 じとり,後 始末をす ることに気付 いて始 めよ うとす る。

・自分で後始末をす るという集団での生活の仕方は分 か り,し よ うとす る。 しか し,ぬ れ た

敷 き物や こぼれて いる ごはん などの始末の仕方 に慣 れて いないために,自 分では進 め られ

ないで いる。 また,遊 びたい欲求 や友達の遊びへの関心か ら,後 始末の意識が とぎれ,行

動化で きないで いる。

・教師が そばにい ることや,一 緒 に動いて くれ る ことが行動化 につなが っている。

② 幼児は何を経験 してい るのか

・後始末の仕方 に戸惑い,ど うして よいかわか らない気持 ちを感 じて いる。

・で きないこ とを教師 に一緒 に して もらい,安 心感を感 じて いる。

・教師の言葉や動 きか ら,後 始末の仕方 に気付 き,自 分で もしてみ よ うと してい る。

③ 教 師の援助 と環境 の構成 について

・教師がそば にいて,で きない不安感を取 り除 くよ うな対応を した り,モ デル となる動 きを

す ることが支え とな り,し てみ ようとい う気持 ちが持続 し行動 につなが っている。 そこで

教師 とのっ なが りの中で安心 して じっ くり取 り組 め るよ うな関係や雰囲気を心がけて い く。

その中で分 か りやす い具体 的な援助を し,自 分で身の回 りの ことに対処 してい く体験 を積

み重ね られ るよ うに して い く。 また,家 庭 に も身の回 りの ことを 自分です ることの大切 さ

を伝え,経 験を増や していけ るよ う,保 護者 との連携を密 に してい く。

・友達か らの言葉を聞 き入れ た り,遊 んでい る友達の動 きに関心を もって見 た りして いるの

で,生 活行動の面で も,周 りの友達が してい ることに関心が もて るよう働 きかけ,自 分か

ら気付 いて取 り組む き っか け となるよ うにす る。また,周 りの友達 と一緒 に後始末をす る

状況 をっ くり,始 末を終 えて一緒 に遊 び出せ る喜びや期待にっなが るよ うに して い く。

・片付けの タイ ミングがずれた ことで遊 びに気持 ちが移 り,集 中で きないで いる。食べ終え

た満足感か ら気持 ち良 く後始末 に入れ るようにタイ ミングを逃 さず指導 した り,遊 びたい

気持 ちを満 たせ るよ う時間的 なゆ とりを もって指導 した りす るなど,生 活の流れの見通 し

を もって行動 していけ るよ うにす る。

・自分で しよ うとす る気持 ちの芽生えを大切 に し,で きた喜びに共 感 しなが ら自分でで きる

とい う思いや,自 分な りに してみよ うとい う意欲 にっなが るように してい く。

/
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(3)遊 びの満足感 を味わえた ことが片付けの行動につなが った事例

(2年 保育5歳 児7月)

C児 のプ ロフ ィール:登 園が遅 れが ちで園生活の リズムにのれず,遊 びこめな いことがあ

る。 また,友 達 と遊びたい気持 ちはあるが うま くかかわれず,満 足

感を味わえ ないこともあ る。片付 けの時に自分か ら片付けない こと

が多い。

環境

・タイヤ,空 き箱 な

ど,自 分 な りの も

のが作 れ る材料

・友達 と一緒 に遊 び

の場 が作れ る環境

・友達 と教 師 の 会 話

「先生,そ ろ そ ろ お

弁 当 に しよ う よ。」

「そ うね 。 」

・片 付 け を 知 らせ る

友 達 の 声

・見 通 しの あ る友 達

の 会 話

「後 で 続 き しよ う。」

→

幼児の動 き

・車 作 り に興 味 を も って 取 り組

み 自分 な り に工夫 して作 る。

そ の 車 を 廊 下 に持 って行 き友

達 と一 緒 に動 か して遊 ぶ 。

(遊 び の 楽 しさ,満 足 感)

(友 達 との っ な が り)

・友 達 がC児 の 車 につ い て い る

8個 の タ イ ヤの う ち1個 を ほ

しい と要 求 す るが 「だ め 。 」

と断 る。(作 った物 へ の 愛 着)

教師の援助

←

↓

→

・片付 けの時間 になり友達の動

きや言葉 か ら刺激を受 け友達

と一緒 に片付 けよ うとす る。

(状況の理解)

(生 活 の流れ の見通 し,期 待)

↓

・車を しま う場 と し

て駐車場 に見立て

た机

(わか りやすい環境)

・自分 で 車 を駐 車 場 に置 く
。

(自 分 で片 付 け る気 持 ち)

・一 緒 に積 み木 を持 と う とす る

が,し っか り と持 て な い。

(技 能,生 活 経 験 の 不 足)

・友 達 と一緒 に積 み 木 を運 ぶ 。

・セ ロフ ァ ンを1枚 拾 って しば

ら く眺 め る。

・セ ロフ ァ ンを棚 に しま う
。

(物 を大 切 にす る気 持 ち)

・C児 な りの イ メ ー ジを

認 め タ イ ヤを 貸 した く

な い気 持 ち に共 感 す る。

(共 感)

rCち ゃん,こ の タ イ ヤ

大 事 なん だ よね 。 」

・友 達 の 誘 いか け

rCち ゃん も片 付 け

て よ。 」

「しっか り持 って 。」

→

→

←

・C児 の 行動 を認 あ る。

(共 感,承 認)

「そ うだ よ ね。 それ ま だ

使 え るね 。 」

「Cち ゃん が拾 って くれ

て よ か った。J
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〈考察 〉

① 幼児は どういう時に必要感を感 じてい るのか

・一緒 に遊んで いた友達の言葉や動 きか ら,友 達 と同 じよ うに片付けたい気持 ちを もったり,

昼食後の遊 びへの期待や生活の見通 しを もった りした ことで,片 付 けの行動 に移 る ことが

で きた。 これ は遊 びの満足感 を味わえ たことが支 え とな って いると考え られ る。

しか し,自 覚 や責任感 は感 じられず,片 付 けの技 能が獲得 されて いないため,片 付 けの行

動 は少 ししか見 られ ない。

② 幼児は何を経験 してい るのか

・友達 と遊んだ満足感を味わ って いる。

・友達 と一緒 に片付 ける心地 よさを味わ って いる。

・友達の動 きに合 わせて同 じ動 きを しよ うと してい る。

・友達 や教師の動 きや言葉か ら,片 付 けの必 要感を感 じた り片付 け方 を学んだ り してい る。

③ 教 師の援助 と環境 の構成 について

・駐車場な ど片付け方が分か りやすい環境 がある ことが片付け る動 きにっなが って いる。 こ

の よ うに分か りやす い環境を幼児 と一緒 に工 夫 してっ くって いき,次 の 日の遊 びに期待が

もて るよ うに して い くことが大切であ る。

・片付 けを促 して くれ た り,モ デルになる友達がいた ことが 自分で しよ うとす る気持 ちにっ

なが った。 この よ うな体験 を積 み重ね,自 分 たちの遊 んだ場 は自分 たちで最後まで片付 け

るとい う自覚 を もっよ うに援 助 していきたい。 そのため には,C児 に とって片付 けのモデ

ル とな る友達 と一緒 に遊んだ り,片 付けた りで きるよ うな状況をっ くることが有効であ る

と考え る。

・教師が セロフ ァンを拾 ったC児 の行動を認めた ことで,C児 は自分で どのよ うに片付 けれ

ば よいか を考えて行動 して いる。教師 は幼児の行動 をよ く見て,共 感 しなが ら認 めた り励

ま した り し,自 信 を もって行動 で きるよ うに して い く。

いろいろな遊 具や素材の片付け方がわか り,自 分で判断 して動いた り自信 を もって扱え る

ようにな るためには,こ の ような機会を とらえ,遊 具や用具の扱 い に気付かせ た り,確 認

した り,具 体的 に繰 り返 し教えた りす る必要がある。

・遊 びの満足感が支え にな り片付 けの行動 につなが っているので,友 達 と一緒 に遊 んだ満足

感が味 わえるよ うに,時 間や場 を保 障 した り,友 達 と楽 しく遊べ るよ うな遊 びの提示を し

た り,遊 具や素材 を用意 した りす る。
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IVま とめ と今 後の課 題

幼児が生活 に必要な習慣や態度 を身 に付 けてい くたあの,環 境 の構成 や教師 の援助の在 り

方 に視点を当て,研 究 を進 めて きた。 その中で次の ような ことが分か った。

1幼 児が必要感 を感 じて行動 す るのは どのような時か

幼児は,家 庭での生活の中で,親 に教えて もらった り手伝 って もらった りして行動 した こ

とを基盤に しなが ら,生 活に必要 な様 々な習慣や態度を身に付 け,自 ら行動 しようとす るよ

うになる。 しか し,家 庭でで きて いた ことで も,集 団の中では行動 で きない こともある。幼

児 は,園 生活 に安定 し友達 とのかかわ りや心身の発達 と関連 しなが ら,次 のよ うな時に必要

感 を感 じて い くことが分 か った。

入園当初 の幼児は,家 庭 と幼稚園で生活 の仕方 や設備 ・遊具等の環境が違い,行 動の仕方

について戸惑 うこと も多い。 しか し,教 師 と一緒 にや った らで きた,気 持 ちよか ったとい う

ことを感 じる体験を積み重ねて い くことが,「 幼稚園では こうす るのだな。 」 とい う気付 き

につ なが り,「 またや ってみ よ う。 」 「今度 は自分でや ってみよ う。 」 とい う意欲 を もち,

やが て必要 感につ なが ってい くと思われ る。

また,園 生活 に安 定 し,友 達 とのかかわ りや遊 びの楽 しさに気付 き始 あて くると,「 早 く

遊びたい。」 「や らな くて は。」 「いっぱい水を使 うと袖 がぬれ るか ら腕 ま くりしよう。」

とい う必要感 に気付 き始め る。 このよ うな必要感を もっ ことが,自 分か ら行動す るきっか け

となる。

さ らに,自 分 たちで楽 しく遊 びを進あ られ るよ うにな り,遊 びの充実感や満足感を味わえ

るよ うにな ると,友 達や教 師のモデ ルとな る姿 や言動 によ って,次 の遊びへの見通 しや片付

けの必要感を感 じるようになる。

生活 に必要 な習慣や態度 に関 して,幼 児 自身が必要感を感 じとるには,以 上 のよ うな発達

との関連 や遊 びの充実 との関連が あ ることが分か った。 しか し,必 要感を感 じとったか らと

い ってす ぐに行動化 で きるのではない。片付け方 な ど技能面が育 っていない ことで,ど うし

た らよいか分か らず,必 要感 はもっが行動で きない とい う姿が見 られた。技能の獲得 ・自己

コン トロール ・自覚 ・責任感 などの育 ちが伴 ってい ることが,自 ら行動す る ことにつなが っ

て い くことが分か った。

2生 活に必要な習慣 や態度が身 に付 くためには,ど のような経験が大切か

○生活の基盤 となるような教師 とのっ なが りや,安 定 した生活 リズムなど,情 緒が安定で

きる ことが基本的 に必要で ある。

○ 自分 か ら自発的に活動 に取 り組 み,遊 びの楽 しさや満足感,で きた喜 びな どを味 わ うこ

とで,自 分で しようとい う意欲 にっなが る。

○友達や教師の言葉や動 きか ら刺激を受 け,身 支度 の仕方 や物の始末,片 付け方な どに気

付 いた り,知 った り,学 んだ りす ることによって,技 能 の獲得,判 断力,状 況理解,生

活 の見通 しな どが もて るよ うにな る。
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○友達 とのかかわ りの 中で,同 じ動 きを楽 しんだ り,一 緒 に遊ぶ楽 しさを味わ った りす る

経験 によ って,集 団生活 のきま りを理解 し,皆 と一緒 に しよ うとす る気持 ちが もて るよ

うになる。

○遊 びの楽 しさや満足 感を重ね る中で,身 の回 りの遊具や用具に愛着を もて るよ うにな り

大切 に扱 った り,片 付 けた りす るよ うになる。

3環 境 の構成 と援助 の在 り方

幼児が生 活に必要な習慣や態度 を身に付けるためは,

○扱 い方 や片付け方 が分か りやすい教材 や環境

○幼児の 自覚や意欲を促す るような行動の指示や援助

○幼児 自身の意欲や態度を認あた り励 ま した りす るなど,幼 児の行動を支 える援助

Oや り方(技 能)を 一人一人 に応 じて分か りやす く知 らせ る援助 と自分 な りに取 り組あ る

時間の保障等が大切であ る。

また,幼 児の発達や時期 に応 じて次の ような配慮 を して い く。

○家庭での生活の仕方 と集団での生活の違いに戸惑 いの大 きい幼児に対 しては,幼 児の気

持 ちに添 って教師が一緒 に しなが ら生活の仕方 を知 らせ,心 地 よい体験 を積み重ねて い

く。

○園生活 に慣れ,遊 びが楽 しくなる時期 には,自 分 な りの 目的意識や生活の見通 しを もっ

て生活で きるよ うにす る。

○友達の刺激 を受 けて育 ち合 う時期 には,友 達 と一緒に遊ぶ楽 しさを味わえ るよ うに し,

教師 や友達 の具体的 なモデルを見 た り友達 と共通の 目的意識が もて るような援助が大切

であ る。

こう した環境 の構成 や援助 をす るにあた り,生 活習慣の とらえや必要性の感 じ方にっいて

は,教 師によ って違 いが ある こともあるので,指 導の方向性 を園全体で共通理解す ることが

大切であ る。

〈今後の課題 〉

一人一人の幼児の年齢や発達 に応 じた援助や環境 の在 り方を さらに具体 的に探 って いき

たい。 また,幼 児が気持 ちよ く生活す るため に必要 な生活習慣 とはどのよ うな ものか,検

討 を重ね実践 に生か して いきたい。

＼
一13一



友達と喜びや悲 しみを共感し,思 いやりをもって共に生活する

楽 しさを味わうようになるための環境の構成と援助の在り方

1主 題設 定の理 由

幼児期 は,人 間形成の基礎を培 う重要 な時期であ る。 幼児期 に様 々な人 とのかかわ りを通

して,信 頼 感,他 者を尊重す る気持 ち,人 を思 いや る気持 ちの芽生 えを育んで い くこ とは,

「生 きる力jの 育成を 目指 した 「幼児期か らの心の教育」 につなが ってい くもの と考え る。

しか し,現 在の社会 は,核 家族化,少 子化が進み幼児が人 とかかわ る機会が少 な くな って

いる。 また,自 然の 中で伸 びイ申び と遊べ る環境が減 ってい るため,直 接体験をする機会 や場

が もちに くい状況 にある。 そ こで,幼 稚園の教育で は,友 達 と楽 しく遊ぶ ことや異年齢 の幼

児 との交流,自 然 との触れ合 い等の直接 的 ・具体的 な体験 など,幼 児期 に体験すべ き大切な

学習 の機会 や場 を用意 す ることが重要であ る。

幼児は,友 達 とのかかわ りの中で,楽 しさや満足感,悔 しさ,挫 折,共 感 などの様 々な感

情 を体験す る。 そ して,自 分の思 いを表現 した り,そ の思 いを教師や友達 に受 け止め られた

りす る中で,自 分の存在,自 分 とは違 う他の人の存在に気付 くよ うになる。 その経験 を繰 り

返 しなが ら思 いや りの心が育 ち,友 達 と共 に生活す る楽 しさが味わえ るよ うにな って い くと

考え る。 その過程 にお いて,と りわけ環境 としての教師の存在 は大 きな意味を もつ と考 える。

そこで,こ の研究で は幼 児の内面の育 ちを とらえ,そ の過程 と要因を明 らかに し,幼 児一

人一人 の発達 に応 じた環境 の構成 と援助 の在 り方 にっいて探 って いきたい と考えた。

II研 究方 法

1文 献 や先行 資料 を検討 し 「幼児が思いや りを もって共 に生活す る楽 しさを味わ うよ うに

な る過程 」を探 る。

2研 究実践の基本方針 と して 「幼児が思 いや りを もって共 に生活す る楽 しさを味わ うよ う

にな るための環境の構成 と援助 」を考え る。

3基 本方針を基 に保育を実践 し,そ の結果か ら環境の構成 と援助 を明 らかにす る。

皿 研究内容

1主 題の とらえ方

(1)幼 児 に とっての思 いや りとは,友 達 の様子 を見て,自 分の ことと同 じよ うに感 じ,友

達の ためにそれを行為 として表 す ことととらえた。

『思 いや り』 とい うと,泣 いてい る友達 に声 をかけた り,頭 をなでた りとい った言 動を

思 い浮 かべが ちで あ る。 しか し,そ のよ うな表面 的な言動だ けにと らわれず に,泣 いて

い る友達 の傍 らに悲 しそ うな表情で いるとい った行為 も含 めて,思 いや りとと らえた。

そ して,そ の行為を表す基 とな る心情面の育ちが大切で ある と考え た。

(2)共 に生活す る楽 しさを味わ うとは,"友 達 と一緒 に遊ぶ と楽 しい""友 達 って いいな"

と感 じ,友 達の気持 ちを受 け入れ た り,友 達 に受け入れ られた り しなが ら生活す ること

に楽 しさや充実感を感 じる ことととらえた。
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幼児は友達 と心を通 わせ ることで,共 に生活す る楽 しさを感 じて い く。そのためには,

友達 とのけんか,物 の取 り合い,仲 間はずれな ど様 々な場面の 中で葛藤体験を繰 り返 し

経験 してい くことも,共 に生活す る楽 しさを味 うようになるたあの過程 と して大切で あ

ると考えた。

2思 いや りを もって共に生活す る楽 しさを味わ うよ うになる過程 につ いて

幼児が友達や教師な どとのかかわ りを通 して何を経験 し,何 が育 って いるのかを具体 的

な姿で検討 した。 その結果,下 図のよ うに幼児が友達 と喜びや悲 しみを共感 し,思 いや り

を もって共 に生活す る楽 しさを味わ うよ うになるたあの発達 の道 筋があることが分か った。

r思いや りを もって共 に生活す る楽 しさを味わうようになる過程』

i

〈1共 に生活する楽 しさを感 じる1>

d卜
思 いや りの気持 ちが育っ(芽 生え る)・ 友達 と喜びや悲 しみを共 に感 じる

ン1'卜
J

1>

育 ってい くもの

○ 自分の思 いや感情 を,い ろい ろな方法で表現 しようとす る。

○相手の気持 ちを感 じ,分 か るようにな り,応 じ方を考え る。

○友達 と一緒 に遊ぶ ことを喜ぶ。○友達が どん な人かを感 じる。

○友達の ことを好 きになる。 ○相手の気持 ちに気付 く。

○友達 とのかかわ り方が分か る。○ 自分の気持 ちを コ ン トロールす る。

/

教

師

の

援

助

1

教

師

の

援

助

/1卜

体験 して いる様 々な感情

＼

/
〉

＼

○ 楽 しい,嬉 しい,面 白 い ○ 不 思議 さ,疑 問

○ ほ っ とす る,落 ち 着 く ○ い らい らす る,不 安 に な る

○ 満 足 感,充 実 感,挫 折 感 ○ 友 達 と同 じよ うな気 持 ち

○悲 しい,淋 しい,嫌 い

＼

/1卜

環境 とのかかわ り

/
○雄 とのかかわ りの中で ・物や場,自 然な どとのかかわ りのK

得 られ る体験 中で得 られ る体験

・/卜

思 いや りが育 ってい くための基盤 にな るもの

・生活習慣の自立 ・情緒の安定 ・感じる心K

O自 分や人への信頼感 ○遊 びを楽 しむ

/
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幼児が思いやりをもって共に生活する楽 しさを味わうようにするための

環境の構成と援助

幼児が経験 している内容' ○自分の内面*相 手とのかかわ り

○幼稚園の中で自分の気持ちを分かってくれる人がい

ることを感 じる。

○幼稚園で安心 して過 ごす ことができる。

○自分のことは,自 分でやろうとする。

○園生活の流れが分かる。

思

い

や

り

を

も

つ

て

共

に

生

活

す

る

楽

し

さ

○気 に入 った ものや場で遊び,面 白いと感 じる。

○や りたい遊びがあ る。

○身近かな ことに自分か らかかわ って いこうとす る。

○いろいろな ことに興味 ・関心が広が る。

○人が して いる ことに興味を もっ。

○他の幼児(友 達)と 同 じ場所 にいよ うとす る。

○興味を もった ことをや ってみ よ うとす る。

○教師や友達 と同 じことをや ってみ ようとする。

○友達 と同 じことを して面白い,楽 しいと感 じる。

○や りたい,や りた くないな どの思 いを もっ。

○ 自分の思 い通 りにな らない ことがある ことを知 る。

○側にいる友達が泣いたり笑 ったりなどしている様子

を見て,そ の思いを感 じる。

○相手にも自分と同 じような気持ちや,違 う気持ちが

あることを知る。

*相 手の言動か ら相手の気持ちに気付 く。

*嬉 しい,楽 しいなどの思いを素直に出す。

*一 緒に遊ぶ楽 しさや満足感を味わう。

*相 手に自分の不快な思いを伝える。

*友 達や教師に受け入れ られた喜びを感 じる。

*友 達の様子に気付き声をかけたり助けたりしようと

する。
*友 達 と楽しく遊ぶために自分の気持ちをコントロー

ルする。

*気 持ちが伝わらないもどか しさや悔 しさを感 じる。

*友 達が悲 しんでいた り喜んでいた りする様子を見

て,自 分のことと同 じように感じる。

*友 達の思いを推 し量ろうとする。

*友 達の気持ちや考えを受け入れる。

一発 一達 一 の一

1周 囲 に 気 付 く1

の.0、い

に 伝 え 相 手 の 思 い

に 気 付 き な が ら様
々な感情 を体験す る
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・幼 児の発達 の過程 に応 じて環境 の構成や援助の在 り方 につ いて以下 のよ うに考え た。

環境の構成と教師の援助 ・
噛
・一 程

塑
(ζ1,り〃'
の 　

あ

自 分 の 思 い に
気 付 く

し み な ど を 共 感
す る よ う に な る

◎一人一人を大切にし,幼 児の興味や欲求を的確にと

らえ,丁 寧なかかわ りを していく。

◎安心できる雰囲気づ くりをする。

◎あるがままを受け止めなが らも,周 りにいる幼児の

ことも大切に思えるようなっぶやき(「 だあって言

われると悲 しいね。」など)を してい く。

◎幼児の言動を受け止める。

◎安全面に配慮 し,幼 児がやりたいと思ったことがす

ぐでき,満 足感がもてるようにす る。

◎やっていることを肯定 し共感 していく。

◎自分のやりたいことを十分楽 しむ中で,友 達の存在

に気付いていけるようにする。

◎相手を認める,人 を大切に思 う気持ちの芽生えを大

切にする。(教 師がモデルとなるようにする)

◎幼児の体験 しているいろいろな思いに共感 し,内 面

に添 っていくQ

◎いろいろな感情の体験ができる機会を大切にし,状

況に応 じた丁寧な対応(言 葉をかける,や って見せ

るなど)を していく。

◎友達とのかかわりの中で,心 ゆさぶ られるような経

験をしていけるようにする。

◎相手に対 して 自分の思 いを出せるように代弁 した

り,後 押 ししたり同意 したりしてい く。

◎友達の様子に気付いていけるようにする。

◎それぞれの思いを受け止あなが ら,友 達とかかわる

楽しさを知 らせる橋渡 しを していく。

◎教師が思いやりをもって行動 し,生 活の中で幼児の

モデルとなれるようにする。

思

い

や

り

を

も

つ

て

共

に

生

活

す

る

楽

し

さ

◎友達と考えを出し合える機会を大切にしていく。

◎楽 しさや悲 しさを共有 したり,共 感 したりする姿を

承認 していく。

◎力関係に配慮 しなが ら互いに支え合い,豊 かなかか

わり合いができるようにしていく。

◎自己発揮 と自己抑制のバランスがとれるように内面

に添った援助を してい く。
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3実 践事 例

「幼児が思いや りを もって共 に生活す る楽 しさを味わ うよ うになる過程 」 とその たあの 「環

境の構成 と援助の在 り方 」を明 らかにす るために,幼 児の発達 の過程 に応 じた環境 と援助を基

本方針 として実践 を行 った。

実践事例の 中か ら特 に,発 達 の過程の特徴が見 られ る事例を以 下に示す。

なお,事 例の分析 ・考察の視点 は,次 の通 りで ある。

・幼児 は,共 感や思 いや りなどに関連す るどの よ うな経験を し,何 が育 っているのか。

・どの よ うな環境の構成や援助 が必要か
。

事例1思 い通 りにな らな いことや,相 手の思いに気付 くなどの感情を体験 した事例

2年 保育4歳 児6月 下旬

〈教師の願 い>

A児 は,自 分で遊 びを探 した り,友 達の して いることに興味 を もった り してい るが,楽 しさ

を見い出せ ないよ うだ。A児 の や りたい遊 びを見付けて楽 しさを味わ って ほ しい。その中で友

達 とのかかわ りが もて るよ うに援助 したい。

C児 は 自分 か らよ く遊 び,自 分 の思いを出 して いるが,相 手 に対 して強 い口調で言 う姿 が見

られ る。C児 の思 いを受 け止めなが ら相手の思 いに気付いて,い ろいろな方法で 自分を表現 で

きるよ うにな ってほ しい。

幼児 と教師の言動 ○幼児 ・教師 ⊂=)教 師の思 い ・願 い

保 育 室 でB児,C児,D児,E児 の4人 が,空 き箱 や空 き容 器 な どで カ メ ラを 作 り,積

み木 や巧 技 台 を使 って カ メ ラ の 店 を作 って 遊 ん で いた 。

OA児 「入 りた か った な。 」 とっ ぶ や く。

・A児 の 側 に寄 り添 い 「Aち ゃん も,入 りた い

ん だ よね 。 」 と言 う。

OB児 が教 師 の 言 葉 を 聞 い て 「あ の ね,"だ め

な の"っ て書 い て あ るの。 」 と言 う。

・ 「入 りた い ね 。 」 とA児 に 向 か って 言 う。

OB児 「一 人 で 作 って。 」 と言 う。

OC児,教 師 とA児 の側 を通 りな が ら 「向 こ う

で 作 って 。 」 とや や 強 い 口 調 で 言 う。

・ 「ど う して も,駄 目な の ね 。 」 とC児,A児

の 顔 を 見 な が ら言 う。

OD児 「駄 目な ん だ,こ の お 店 は。 」 と言 う。

・rCち ゃん と
,Bち ゃん と,Dち ゃん と,Eち ゃ

ん の お 店 なん だ ね 。 」 と4人 に向 か って 言 う。

遊 びに入 りたいA児 の気持 ちを受

け止あよ う。

C児 たちの気持 ちを受 け止め よう。

A児 にC児 たちの気持 ちを伝え よう。

C児 たち4人 で遊んでい る楽 し

さを受 け止めよ う。

一18一



OC児,空 き箱で カ メラを 作 りなが ら,教 師 の話 安 心 して 自分 た ちの 思 いを 出 し

に うなず く。 て ほ しい。

OC児,み ん な の方 を 向 い て 「そん なの で き な いよ,

大 き くな った らカ メ ラ屋 さん に な るん だ か ら。 」

と大 きい 声 で 言 う。

OC児 は,一 緒 に遊 ん で い るD児 に 「一緒 に カ メ ラ屋 さん にな るん だ よね 。 」 と顔 を見 合

せ なが らニ コ ッと笑 う。

OD児 が,C児 の 顔 を 見 て ニ ッ コ リ笑 い な が ら うなず く。

OC児 は,反 対 側 に い たB児 に 向か ってrBち ゃん も一 緒 に,カ メ ラ屋 さん に な るん だ よ

ね。 」 とニ コニ コ しなが ら言 う。

・ 「お 隣 に 作 ろ うか。 」 とA児 を 促 す。 気 持 ちの 転換 を図 って,A児 が

OC児,教 師 の 言 葉 を 聞 き,近 寄 って 自分 の 遊 び がで きる よ うに しよ う。

「駄 目なの 。 も っ と遠 くで作 って。」 と言 い,C児 た ちの近 くで 遊 べ る よ うに して

廊 下 を 指 さ し 「積 み 木 で 作 って 。 」 と言 う。 か か わ りを もて る よ うに しよ う。

・rAち ゃん ,あ っ ちで 作 ろ う。 」 と言 って,

A児 と廊 下 へ 出 て 行 く。

OC児 た ち は,A児 と教 師 が 廊 下 へ 出て 行 く姿 を しば ら く目で 追 って い る。

OC児 は 「い い よ ね 。 」 とB児 た ちに確 認 す る よ うに言 う。A児 の こ とが 気 に

OA児 と教 師 が作 り始 め る とB児 が 「手 伝 って あ げ る。 」 な って い るよ うだ 。

と言 い,積 み 木 を 運 ん で くる。 しば ら くす る と,B児 はC児 た ちの と ころへ戻 る。

《考察》

・C児 た ちは,園 生活の中で安定 し自分を出 して遊んでい る。C児 たちは,4人 で遊ぶ ことに

楽 しさを感 じて いた ため,A児 を入れた くなか ったのではないか。C児 たちは4人 で遊 びた

い とい う自分の思 いをA児 に伝え る体験を した。

・A児 は,遊 びに入れて もらえ なか った残念な気持 ちを教師が共感 して くれた ことで,C児 た

ちの遊 びに入れ た くない とい う思 いを受 け入れ,自 分の思 い通 りにな らない ことがあ ること

を体験 した。

ゼA児 は,C児 た ちの遊 びに入 りたい思いを表わ し,教 師に受 け止 あ られ たことでC児 たちに

思 いが伝わ った。 しか し,C児 たちは,遊 びに入れ るのを断 り,A児 に困 った状況 を作 り出

して いる。 その後,C児 がrA児 を断 って良か った。」 とい う気持 ちをB児 た ちに確認 した

り,B児 がA児 を手伝 ったりす る姿がみ られた。 これ は,C児 たちがrA児 を断 って悪 か っ

たかな。 」 と思 う気持 ちを もったた めと思われる。 この ように,一 人一人の幼児が 自分の思

いを出 し合 いなが ら葛藤す る中で,相 手の気持 ちに気付 くよ うにな り,思 いや りの心が育 っ

てい くと考え る。 この よ うな時期 には教師 は,幼 児が 自分の思 いを出せるよ うにす ることが

大切であ る。そ して,幼 児の気持 ちを受 け止めなが ら,互 いに相手の気持ちに気付 くような

雰囲気づ くりを して い くことも大切で あ る。
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事例2自 分の思いを実現 しなが ら友達 と共感 して遊んだ事例

2年 保育4歳 児9月 上旬

〈教師の願 い>

F児 は,自 分のや りたい遊 びを見っ け一人で遊 ぶ ことが多 いが,友 達への関心が薄 いよ うに

思われ る。 そ こで,自 分の好 きな遊 びを しなが ら友達 と触れ合 う楽 しさを味わ って ほ しい。

H児 は,自 分 の思 いを しっか りもって いて,友 達に対 して も思 いを通そ うとす る気持 ちが強

く,ト ラブル も多 い。 そ こで,友 達 と遊ぶ 中で,自 分の思 い通 りにな らな いことがあ ることや

相手 に も思 いが ある ことに気付 いて ほ しい。

幼児 と教 師の言動 ○ 幼児 ・教師 〔==)教 師 の 思 い ・願 い

数 人 の 幼 児 が戸 外 で テ ー ブ ル を 囲 み,色 水 や 石 鹸 水 を 作 って い る。H児 は トロ トロの 石

鹸 水 を スプ ー ンで す くって 他 の 幼 児 にあ げて い る。F児 は石 鹸 を お ろ し器 で 削 って い る。

OF児 「先 生,見 て 。Hち ゃん とFと で 作 った の。 」 と石 鹸 を 削 る手 を 休 め,容 器 を 持 っ

て 教 師 に見 せ る。

・ 「ワー ,ト ロ トロだ ね。 い い ね。F児 とH児 の っ な が りを認 あ,

Fち ゃん とHち ゃん で作 ったん だね 。 」 二 人 で 作 った嬉 しさ に共 感 し

OF児 「これ ね,ゼ リー。 」 と嬉 しそ うに言 い,た い。

ま た,石 鹸 を 削 り始 め る。

OH児 「欲 しい 人!サ ー ビ スで え す 。 」 と周 りの 幼 児 に向 か って大 きい声 で 言 う と,G児

が 「い る!」 とは っ き り言 う。

OH児 「は い。 お 待 ち くだ さ い。 」 と言 い な が ら自分 た ちで 作 った カ ップ の 中の 泡 を スプ

ー ンで す くって持 って 行 き ,G児 の カ ップ に入 れ る。

OF児 「欲 しい 人!」 と教 師 の顔 を見 なが ら言 う。F児 の 気 持 ち に添 い,実 現 さ

・ 「は い!」 と手 を挙 げ る。 せて や りた い。

OF児 「は い,ど うぞ。 」 とス プ ー ンで す く って 教 師

の 口元 へ 持 って い く。

OH児,そ の 様 子 を 見 て い て 「どお,こ の,あ ・ま ・さ」 と教 師 の胸 に指 を 突 き 出 しな が

り 茜 つo

・ 「ヒ ャー!あ ・ま ・い 」 とE児 と同 じ口調 で言 う
。 作 った嬉 しさを受 け止 め,

OH児 「もお 。 」 と体 を くね らせ なが ら喜 ぶ 。 満 足 感 を 味 わ わ せ た い。

OF児 「ゼ リー なん だ よ。 」

OH児 「ね え 。 」 とF児 と顔 を見 合 わ せ,近 くに

あ った カ ップ を二 っ 取 りなが ら 「こっ ち に入 れ

よ う・ 」 と言 ・た後 ・ 「こ っち に水 を入 れ て 来 て ・ 」 ほ

とF児 に 向 か って 言 うが,F児 は,黙 って 石 鹸 を 削

り続 け る。
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OH児 は,す ぐに 「水,入 れ て 来 るね。 」 とF児 に

言 い,二 っ の カ ップ に 水 を 入 れ て 来 る。

OF児 が 「み ん な にあ げ るん だ 。 」 と言 う とH児 は,

「違 うよ。 自分 の なん だ か ら。 」 と に こ に こ しな

が ら言 う。

OF児 は,二 つ の カ ップ に 削 った 石 鹸 を入 れ,H児

は,そ れ を スプ ー ンで か きま ぜ る。

H児 は,F児 と二 人 で 遊 ぶ

こ とが 楽 しい と感 じて い る

のか な。

《考察》

・F児 は,友 達 と同 じよ うな ことを して面 白い と思い,H児 と一緒 に遊んでいる とい うっなが

りを感 じてい る。 また,環 境 として落 ち着 いて遊べ る場 や時間があ ったことで イメー ジが膨

らみ,自 分の思いに気付 き言葉や態度 に表す という体験を した。H児 は,遊 びや友達 とのか

かわ りを面 白い と感 じ,も っと続 けたい とい う思 いがあ った ことでF児 の気持ちを察 して動

くとい う体験を した。 この よ うに,や りたい遊 びが あ り自分の思いを実現 して楽 しむ中で友

達 と一緒 に遊んだ り友達の思 いに気付 いた り してい く。 その体験の積み重ねか ら,思 いや り

が育 ってい くと思わ れ る。

・教師は,楽 しか った遊びが繰 り返 し経験で き,自 分の思いが実現で きるような環境 を用意す

るとと もに幼児の嬉 しさに共感 した り,一 緒 に遊んでい る友達 とのっ なが りを認 あた り して

い くことが大切であ る。

事 例3友 達 が 思 い を推 し量 り,思 い に 添 って くれ た こ とで 気 分 転 換 が で きた事 例

3年 保 育5歳 児9月

1児 が ビニ ル テ ー プを 巻 いて 作 った モ ンス タ ー ボー ル を持 って い る と,J児 が 急 に 「Jち ゃ

ん の だ よ。 」 と取 る。1児 は 「何 す るん だ よ。 」 と直 ぐに取 り返 す。J児 は 自分 の 物 だ と強 く

言 って泣 き出 す が,1児 は 自分 が 家 で作 った と主 張 す る。 日頃 か らJ児 と遊 ん で い るK児,L

児 た ちが 集 ま って 来 て1児 の 話 を 聞 くと 「い け な いん だ よ,人 の 作 っ た物 を取 った ら…。 」 と

J児 に言 う。 す る とJ児 は大 声 で 泣 き 出 し,友 達 が 声 を か けて も泣 き止 ま な い。 通 りか か った

教 師 が 「Jち ゃん,昨 日同 じの 作 って たね 。 ど う した の 。 」 な ど声 を か け るがJ児 は泣 き続 け

る。

Jち ゃん が こん な泣 き方 す る なん て 珍 しい。 昨 日,Jち ゃん の モ ンス ダ ボー ル を1ち

ゃん が借 りて い た けれ ど,そ れ を返 して も らお うと して い るのか な。Jち ゃん は 自分 の 思

って い る こ とが な か な か い え な い で い るけ ど …今 は,声 を か けて も答 え られ る状 態 じゃな

い よ うだ か ら落 ち 着 くま で様 子 を 見 よ う。
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幼 児 と教 師の言動 ○幼児 ・教師 ⊂=)教 師の思い ・願 い

・ 「Jち ゃん ,本 当 に 悲 しいん だ ね 。 」 とっ ぶ や く。

OK児,L児 た ち は,し ば ら くJ児 の 様 子 を 見 てJ児 が 何 か 言 いた い こ と

い たが その 場 を離 れ る。 が あ る こ とを1児 やK児

た ち に伝 え た い。

OJ児 は10分 ほ ど して 泣 き止 む とハ ンカ チで

顔 を覆 った り,拭 い た り しな が らK児 た ち の遊 ん で い る遊 戯 室 や 保 育室 に 行 った り来 た

りす る。

・J児 に 「Jち ゃん ,困 って い る ことあ るん じゃな い?」 事 情 が よ くわ か ら

「Jち ゃん の モ ンス タ ー ボ ー ル ど こに あ るの 。 」 な いか ら,J児 の

と声 をか け る。 話 を よ く聞 いて み

OJ児 「分 か らな い。 大 丈 夫,も う困 って な い。 」 と答 え る。 よ う。

・ 「そ う… 困 って い る こ とが あ るよ うな 気 がす るん だ け ど… 。 」

とつ ぶ や き,J児 の 様子 を 見 て い る とM児 が近 寄 って くる。

OM児 「ハ ンカ チで 顔 を 拭 いて,あ ん なふ う に して い た ら自分 で 元 気 にな った よ。 」 と教

師 に伝 え る。

・ 「Mち ゃん も心 配 だ ったの ね。 」 と言 い,も う一 度J自 分 で ど うにか す るの か な。

児 に近 寄 り 「1ち ゃん が,家 で 作 った って 言 う しね 。 ち ょ っ と様 子 を 見 て 見 よ う。

よ く分 か らな い ね。 だ った らJち ゃん は モ ンス タ ー ボ

ー ル 作 るの得 意 だ し,も う一 回 作 った ら。 」 とJ児 に

向 か って 言 う。 早 く気 分 転 換

OJ児 「うん 。 」 と うな ず き,す ぐに作 り始 め る。 して ほ しい。

○ 「僕 も作 ろ う。 」 とM児 はJ児 の 近 くに行 き 「ど うや る の?」

と聞 く。

J児 は 「ん … 。 」 と言 って 黙 ってM児 が持 って き た新 聞 紙 で 作 って 見 せ る。

OJ児 とM児 が モ ンス ター ボ ール を 作 って い る と,遊 戯 室 か ら

K児 とL児 が 来 て の ぞ き込 み 「また 作 って るの,

元 気 に な ったね 。 」 な ど と声 をか け る。

○ 次 の 日,1児 は 登園 して 来 る と,

f僕 ね,昨 日帰 って か らモ ンス

ター ボー ル をJち ゃん に あ げ た ん だ。 」

とニ コニ コ しな が ら教 師 に伝 え る。

・ 「昨 日 ,Jち ゃん す ご く悲 しそ うだ った もの ね。 」

と言 う。

K児 とL児 は,や っぱ

りJ児 の こ とが心 配 だ

ったの だ ろ う。

1児 は,昨 日 は っ き り

自分 の思 い を伝 え た も

の の,J児 の ことが 気

にな って い た ん だ わ。

一22一



《考察》

・J児 は,1児 の持 って いたモ ンスターボールが 自分の物だ と主張 したいが,1児 の 「自分は

家 に帰 ってか ら作 ったんだ。 」とい う強 い言葉を聞いて,相 手の思いに気付 いた ものの納得

で きず,困 って泣 いて しま った。 自分の思い通 りにな らない,納 得で きないなどの複雑な感

情 を体験 しなが ら,自 分の気持 ちを コン トロール しよ うとして いる。泣 き切 る という方法で,

その複雑 な感情 を自分 の力 で乗 り越 える という経験がで きた。

・J児 は,M児 の優 しい言 葉かけや,K児,L児 が遊戯室 か ら来て くれた ことを嬉 しく感 じて,

友達 に対 す る温 かい気持 ちを感 じるとい う体験を してい る。 このよ うな,友 達が 自分の存在

を認 めて くれてい るとい うことを実感で きる体験が大切であ る。

・1児 ,K児,L児 たち は,J児 の強 く泣 き じゃくる姿か ら,J児 の言葉 にな らないほ ど悲 し

い とい う思 いを感 じとるこ とがで きた。 「あん な に泣 かせて悪か った。」 と考え,J児 の

r悔 しい,悲 しい』思 いを推 し量 り,泣 き止 んでか ら声をか ける,側 にいて あげ るな どJ児

の様子を見 なが ら対応 して動 いて いる。友達 関係が深 まって きてい るこの時期,友 達が悲 し

んで いた り喜んで いた りす る様子を見て,自 分 の ことと同 じように感 じられ ることが,思 い

や りの心 を もって共 に生活す る楽 しさを味わ うことにつ なが ってい ると考える。

・教師 は,J児 の言葉 にな らない思 いを推 し量 り,自 分 の思 いを表現で きるよ うな言葉をかけ

た り,様 子 を見てJ児 が 自分で気持 ちを コン トロールで きるよ うに時間を十分保障 して いっ

た りす るな ど,内 面 に添 った援助が必要で ある。 また,1児,K児,L児 たちが,J児 の気

持 ちや様 子に気付 いていけ るよ うな援助 や,そ れぞれの幼児の思 いを受け止めて共感 して い

く援助,そ して友達 と楽 しさや悲 しさを共有 した り,共 感 した りする姿を承認 してい くこと

も大切であ る。

》
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IVま とめと今後 の課題

幼児が思 いや りを もって共 に生活す る姿 とはどのよ うな姿 なのか,ど の ような過程 を経て

幼児は思 いや りを もって共 に生活す る楽 しさを味わ うよ うにな って い くのか,そ のためには

幼児の言 動を どのよ うに受 け止 め,教 師の願 いを重ね合 わせ てどの よ うに援助 してい った ら

良いのか,と い うことに視点 をおいて研究を進めて きた。 その中で次の ような環境 の構成 や

教師の援 助が大切である ことが分 か った。

○ 自分の思いを安心 して出せ る雰 囲気を学級の 中につ くってい く。

入園当初の不安 定な時期 に,教 師が幼児の不安な気持 ちを受 け止 めた り,一 人一人に

丁寧 にかかわ った りす ることで,幼 児は自分の ことを分か って くれ る教師の温か さを感

じる。 そ して,自 分が受け止あ られている充実感を味わい,自 分の思 いを安心 して 出せ

るよ うにな って い く。 この ことは,思 いや りを もって共に生活 す る楽 しさを味わ うよう

になって い くための基盤 となる大切な ことであ る。

幼児 は自分 を出す こ とによ って,友 達 とのぶっか り合 いを体験す る。その中で,悔 し

さ,挫 折,葛 藤 などの様 々な感情 を体験 しなが ら,自 分を知 り,友 達 の気持 ちに気付 き,

思いや りの気持 ちが 育 ってい くことになると考え る。

○幼児同士 の気持 ちの伝 え合いがで きるよ うにす る。

幼児は表現 がつたな く,な かなか 自分の思いを言葉で相手 に伝え ることがで きない。

友達 と楽 しさを共 感 したり,友 達 とのっなが りを感 じた りして い くため には,幼 児同士

の気持 ちが通 じ合 うことが大切 であ る。 そ こで,教 師は幼 児の気持 ちを代弁 した り,伝

え られ るよ うに後押 しを した り,友 達 の思 いを受 け止あ られ るよ うに援助 した りす るこ

とが重要で ある。

○幼児の気持 ちに共感 した り,友 達 とのっなが りを認 あた りす る。

幼児の遊 びの中で,そ の時々に教師が幼児の気持 ちに共感 して い くことで,そ の経 験

がよ り確 かな もの として幼児の心 に残 る もの と思われ る。 その ことは,思 いや りの気持

ちを育て共 に生活す る楽 しさにっなが ると考え る。 また,友 達 と楽 しんだ遊 びや学級の

みんなで 楽 しんだ経験 をや りたい時に繰 り返 し楽 しむ ことで,友 達 と共感 した り,っ な

が りが深 ま った り して い くと考え る。

○教 師 自身の周 りの環境への かかわ り方が,幼 児のモデル となるように行動す る。

幼児は教 師の生活 の様子 や他 の幼 児へのかかわ りの様子 などをモデルに してい く。 そ

こで,教 師が心か ら喜 んだ り心配 した りす る姿な ど,思 いや りの言動を示 してい くこと

が大切であ る。一人の幼児 に対応 している時で も,そ の様子 を見て いる周 りの幼児が ど

の よ うに感 じ,受 け止あてい るかにっいて も十分配慮す ることが必要であ る。

この研究を通 して,環 境 と しての教師の存在の重要 さを改めて感 じさせ られ た。 そ して,

今後 は,こ の研究の成果を実践 に生か して いきたい と思 う。
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